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Ⅰ ま え が き

宗 田 敏 雄

去年にひき続いて第二回多終問題研究会を 5月 9日 ,10日1 11日の三 日間

にわた り八王子市野猿峠の大学 セ ミナー- クスで 53名に及ぶ参加者に よっ て

開催され ました｡

今回の研究会のテーマは .DynamicalCorrelationを中心 とした 多 体

問題で .まず ,藩論を久保亮五氏に講義をお願いし ,ついでその応用を沢田克

郎氏 と三沢節夫氏に話をしていただきました｡ それか ら ,実験か らDynamlcal

Correlationが どの様に informationに入 るかについて ,渡辺 漁民 ,浜口

由和氏 ,楢原良正氏に講義をしていただき ,最後に ,電子ガスや He4について

具体的な計算を金沢秀夫氏 ,大坂之姓氏 ,西山敏之氏にお痛いしました｡ この

研究会のテーマに関連 した良い仕事をされている伊豆LiJ健夫氏 と碓井恒丸氏に

お話を痛い ,少 しテーマか ら離れていましたが ,ベテランの阿部竜蔵氏に ,

Islng mOdelの入点附近での熟力学的性質についての最近 の仕事の話をして

いただきrました｡ また ,新進 の栗原康哉氏に中性子散乱の具体的計算例につい

ても話をしていただきます ｡

5月･の 9日 ,10日の両 日は ,雨が降 り続 きましたが .これは参加者を学 習

と仲間の間での討論へ と集中させる良い効果をもた らした様です｡最後の日は

晴れ ました｡

研究会の行われたプログラムは下に揚げて ある様 なテーマと時間通 りに行なわ

れ ました｡
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碓 井 侮丸 阿部竜哉
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恒 藤 敏彦 (吸大)
誰事項 やナる LSingMdel
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この研究会のや り方は ,去年 の藷欠点を補 うぺ く ,時間をゆ ったりと取 って

極めて落着いて行われ ました｡ この研究会は短期的な効果をね らわずに ,長期

的iこ自然に効果が出る様な意図で行われ ,参加者の方 々も大変良か ?た との印

象 をいただいておりました0滴予算が極めてけず られたため ,参加者には 日当

は一銭 も支払 いませんで したし ,外部か F'の招待講演者にも丁銭 の謝礼を支払

うことは致 しませんで したo

また ,今回は公募参加者は 3割でしたが .将来行 う時は 5割位にしたいと反省

しています｡

研究会全体を準じて座長は世話人代表者の沢田克郎~氏がなさいましたO

次に塵次に各講義のノー トを講演の要旨を掲載致 しますo
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